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〈論 説〉

大正中期, 諏訪製糸業における女工生活史の一断面

合資岡谷製糸 会社 の 一,⇒ の資料か ら

松 村 敏

1.は じ め に

lil本茂実 の 名 著 『あ ・野 麦峠 』刊 行 以 来,製 糸 女'労 働 史,と りわ け諏 訪の

「製 糸 女1二哀 史」 は 一般 に も有 名 に な っ た。そ れ に関す る学 問的研 究 も進展

し,労 働 条件,賃 金制 度 や 製糸 同盟 の機 能 な どに関する分厚い研究の蓄積がな

されて きた。 に もかかわ らず,「 劣悪 な労 働 条件 」 を強 調 す る研究が多 く重ね

られて きた 一方で,「 女工 哀 史」批 判 をi三張 す る 人 々 も少 な くない。 歴 史研 究

者の問で も,戦 前期 の 製糸 女Il(さ らに他 産 業の 女1二)の イ メー ジは まだ確 定

され て い る とはいえない と筆 者は考えている。すなわち,制 度 面での研 究 は進

んで も,彼 女 らの生 活 ・就 業 ス タイル,意 識,行 動 な どにつ いて は 意外 に研 究

が 少 な く不明 な点が多いのであ り,そ れ が製 糸 女1二像 を不鮮 明 に して い る点 が

あ る よ うに思 われる。

本稿 は,戦 前 期 諏 訪製 糸業 にお け る代 表 的な製糸経営の1つ であ った 合資 岡

谷 製糸 会 社 の 大1E中 期 の 「中途 退場 」 に関 す る2つ の 資料 か ら,こ の 時期 の 諏

訪 製 糸 業の 女1二の 就 業実 態,行 動 様式 の 具体相 を 可能 な 限 り読み取 ろうとす る

試みである。す なわ ち従来の研究で は,女1二 の就 業 に関 して勤 続 年 数や次 年度

残留率 な どは さか んに論 じられて きたが,当 初 の農 閑 余 業 的 な 操 業 の 中 で の

「牧歌的 な」就 業のあ り方か ら通年操業的 に移行 してい くにつれ,女[二 が.1二場

に よ り拘 束 的 に な っ て い く過 程 につ いては,あ ま り関 心 が もた れ る こ とが な

か った。 このため器械製糸 女工は,あ た か もこん に ちの1揚 労 働 者 の よ うに,

操 業 中 は原則 と して通 年(春 挽 か ら年 末閉 業時 まで)就 業 して いた かの ような
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錯覚 に陥 りやす い。 しか し実際には本稿 で明 らかにす るように,大 正 中期 の 大

規模 器械 製 糸L場 で も通 年 就 業 な ど とい う イ メー ジとはか な り異なった もので

あったのであるC,で は どの よ うな理 由で,ど の 程 度 の 女1二た ちが 「中 途退 場 」

し,そ の 後 ど う行 動 したか,そ こか ら何 が読 み 込 め るか,こ れが 本稿 の課 題 で

あ り,そ こか ら女r二の リア ル な姿 を浮 か びEが らせ てみ た い と考 え る,}

資料 は,(D合 資 岡 谷製 糸 会社 「北 部jI:場 の 資料 と推 定 され る 『大11{ヒ 年

度 帰 国1女 姓 名 簿 北 部』(以 ド,『帰 国工 女姓 名簿 』 と略 す)な る 表題 を も
i1

つ約60頁 の1冊 の 簿 冊 と,(2)同 社 「東 部」11場 と弼Il場 に 関 す る もの と推

定 さ れ る 「大 正 九年 ・月 ヨ リ ト年五 月1二 女 事 故 調 査」(以 ド,「 」女 事故 調
ゆ 　

査」 と略す)な る数枚 の 罫 紙 で あ る。

は じめ に 『帰国1二女 姓 名 簿』 と合 資 岡 谷製 糸 会社の関係 について述べてお こ

う。

『帰国1二女姓 名 簿』 に綴 られて い る の はR折 り 目(柱)に 「琢 林 製 糸所 」 と

印刷 され た罫 紙 である。同製糸所 は,林 国蔵 の経 営 に か か る1878年 創 設 の 平
　

野村 の一ll場で あ り,1909年 には 片 倉 組 に 買 収 され,'F野 製 糸 所 と称 した。 し

か し表 紙 ・内容等に片 倉組 平野製糸所 に関する資料であるこ とを窺 わせ るもの

は まった くない。 どこの1二場 の 資 料 で あ るか を解 く鍵 は,表 題 の 「北 部」 な る

表 記 で あ る。 戦 前諏訪 の大製糸経営,傘 合 資 岡 谷 製 糸 会社 の 岡 谷 ・本 社E場

は,「 東 部」1二場,「 西 部」 工 場,「 北 部」il場 な どい くつ か の1場 か ら構 成 さ

れて い た。 この よ うな呼称は諏訪 にお ける他製糸 にはみあた らない、,それ ゆ え

この 簿 冊 は,同 社 「北 部」 工場 が作 成 した内部 資料 と推定 され る。 じつは,岡

谷製 糸 会 社 も1909年 に林 国蔵 か ら平 野 村 の1二場 δ 製 糸 所 を 買収 して 本社 工 場
　ゆ　

の ・部 と して いた し,1917年 に は さ ら に林 国 蔵 の 開 国 館 製 糸 場(埼iこ 県 深
{,}

谷)を 買収 し,岡 谷製 糸深 谷1:場 と した。 こ う した経 緯 か ら岡 谷製糸 会社内部

に林製糸所の罫紙が もた らされ,使 用 され た もの と考 え られ る。

合 資 岡 谷製糸会社 は,1897年 に設 疏され,1918年 当時,岡 谷 に 本 社ll場,

埼{県[`1,茨 城 県 荒川 沖,同 県 真鍋 に も1二場 を もつ約4千 釜の 大製 糸 経営 で

あ ったが,1928年 に株 式 会社 組 織 に改組 され,さ らに1931年 に は 同社 の 本社
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r二場 は 丸興 製 糸 会社 の設 立 に参 加 した。

この 「帰 国工 女姓 名簿』 に は,各 人 別 に,「 キ 国 日」 「再 入 日」 の 月 日,氏

名,「 帰 国」理 由,本 籍,戸 セ名 が 記載 され て い る。 年 齢 の記載は ない。記 載

人数は,1918～20年 の3年 間 で480名 で あ るが,ご く稀 に 同 ・人物 が 複 数 回
の

あ らわれる。

後述の ようにこの名簿は適正契約数 を見積 もるために作 成 され,同 社 本社il

場 の他1二場 で も こ う した 名 簿 を作 成 してい た ようで あるが,こ の 資 料 は,一

見,非 公式 の備 忘録 的 な文書 綴 の よ うにみえる。筆跡か ら複数の人物が記入 し

た ことがわか るが,「 岡 谷 製 糸 会社 」 とい っ た経 営 名の記載 は まった くな く,

記帳 はや や雑 で あ る。 林 製 糸所 の罫紙 を用いている点 も非公式 文書であるかの

ように思わせ る。そ して1場 内の 就 業 女1二数 や釜 数 な どの デ ー タ も 一切 記 され

ていない。
(SI

そ こで製 糸 同盟 事務所 「釜数 簿』(大 正 ヒ～ 九年 度)に よ っ て 釜 数 を み る

と,1918～ ・20年 度の 岡 谷製 糸 会社 の 本社1二場 は,'1_」'r場438釜,「 東 部」r場

502釜 …,「西 部」rji易 ・464釜…,「4ヒ音β」L場168釜,[[團1二 場150釜,剣1二 場72

釜,計1,794釜 で,釜 数 の 変 動 は な い。 とす る と,「 北 部」-1二場 は1釜1人 の

女一1二数 と して168名,繰 糸r以 外 の 雑1二を含 め て定 員の 女工 数 は 釜数 を若 一H=

回 る程 度,多 くて も200名 程 度 であ った と推 定 され る(本 社 工場 に は別 に再繰

r場 が あ った か ら,「 北 部」 に は再繰1二は存在 しなか っ た はず で ある)。 と くに

1920年 は恐 慌 期 で,後 述 の 「東 部」L場 の例 か らあ る時 点 の 実 員 は もっ と少

なめ で あ っ たか も しれ な い。 ち なみ に1913年 に お け る 同 社 の 本 社 工 場 で
　り 　

は,1,496釜 で,6月 現 在 の 女il数 は1,596名 だ っ た か ら,ヒ の 推 定 は ほ ぼ 妥

当 とい え よ う,,

注

(1)こ の資料 は長野県塩尻 市在住の 個人所蔵にかかるもので,利 用 につ いて は

新 井勝紘氏(国 立歴 史民 俗博 物館)か らコ ピーの提 供 を受 け た。資 料の利

川について同氏のご好意に感謝いた します,

(2)市 立岡谷蚕糸 博物館蔵(「 橋 爪家 文書」)。
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(3)『'F野 村 誌 』 ド巻(1932年)223頁 。 『片 倉 製 糸 紡 績 株 式 会 社 二晋4年誌 謁

(]941年)137頁 。

(4)平 本厚 「合 資 岡 谷 製 糸 の 県 外 進 出」 東 北 大学 『研 究 年 報 経 済 学 』48巻

4号(1986年>3頁 な ど。

(5)「'}哩f村 誌 』 ド巻,233頁 。林 国 蔵,片 倉 兼 太 郎,お よ び 合 資 岡 谷 製 糸 会

社 の 設 、kを 専三導 した 小 口音 次 郎 は,い ず れ も も と 開 明 社 の 有 力 メ ン バ ー

だ った こ とが,1場 譲 渡 の 前提 に あ っ た もの と思 わ れ る。

(6)岡 谷 製 糸 会 社 を対 象 と した研 究 に,平 本 厚 に よる 「合資 岡 谷 製 糸 会社 の 成

、アー諏 訪 巨 大製 糸 資 本 の 形 成(1)一 」 東 北 大学 『研 究 年 報 経 済 学 』47巻

2号q985年)を は じめ とす る 一連 の 研 究 が あ る。

(7)以 ドの 分析 の 数 値 は,事 例 が 僅 少 ゆ え 同 ・人物 の 再 記録 も 重複 して カ ウ ン

トして い る,,

(8)市 、k岡谷 蚕 糸 博物 館 蔵 。

(9)前 掲,平 本 「合 資 岡 谷 製 糸 の 県 外 進 出 」5頁,第1表,お よ び 同 「明 治 後

期 合 資 岡 谷 製 糸 の 生 産 過 程」 東 北 大 学 『研 究 年 報 経 済 学 』48巻5号

(1987{fり96∫{,第1表 。

皿.岡 谷製糸 「北部」工場の 「帰国」女工

資料に記載 された女[二は,「 逃 走」,他1二 場 の 「権 利 」 女1_の ため に有権1二場

に引 き渡 した もの,あ るい は 「東京行」 な ど と記 されてい るもの もあ り,た ん

に実 家へ の 帰 宅 のみ な らず 岡谷製糸 「北部」Il場 か らいず れ かへ 転 出 した もの

す べ て を含んでいる。以 ドでいう 「帰 国」 も,年 末閉 業以 前の 中途 退場 す べ て

を含 むことにする。

「帰 国」 女Il数 は,1918年140名,19年181名,2⑪ 年159名 な の で,「 北

部」1二場 の全 就 業 女Ilに 占め る割 合 をみ る と,各 年 の 「北 部ji場 の 女L数 を

200名 と 仮 定 し て,そ れ ぞ れ70%,90%s80%,釜 数 比 で は83%,108%,

95%と い う きわめ て 高 い 「帰 国」 率 と なる。大 部分の 女1二は,さ ま ざ まな理

由で 年 途 中 に実 家 に帰 った り,あ るい はい ず れか へ 転 出 した りしていたのであ

るUま た 最 好 況 期 の1919年 の 「帰 国」 者が 最 も多 く,と くに 同 年 の 「逃 走」

数が 突 出 していた り,反 対 に同年 の解 雇が わ ず か1名 で あ っ た こ とな どに は,

景気 変 動 の 影響 が 読 み取 れ よ う。 ただ し彼 女 らは 「養蚕」 な ど農作 業のため に
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表1岡 谷製糸 「北部」工場 における 「帰国」女工の本籍

本籍 「帰剛 総数 再入場数 再人場率(%

府県 1918{†ζ19{手=20歪 ドri卜 1918{畢三19イ ト20自1{;言i■ 1918年19年20{1・

長野県 OU22
一一11 一一50

山梨り要 815256189 3D272481 375243

岐 阜りム 1113h3U 1405 9310

富 由1 16363/186 fi171740 38×1750

新潟聖　 38617 1449 335067

群 馬 膓、 12294485 9223566 757680

埼1{県 717024 514-19 7182-一

東京府 2UO2 11 50

不明 8261145 1131]5 1350J

計 140181159480 5410182237 395652

0

3

7

7

3

8

9

0

3

計

5

4

1

4

5

7

7

5

3

94

(出 典)1帰 国1二 女姓 名 簿」.

・時 「帰国」 を 目的 とす る者 も多 く
,再 び 年 内 に1二場 に戻 っ て くる 者が 「帰

,t

国」 女1二中,約,.数 い た。

「帰 国」 女1二の 出身 地 をみ る と(表1),山 梨 ・富 山 ・群 馬 ・岐 阜 ・埼1ミ ・新

潟 の 各 県の 順 とな り,長 野 県 内 出身 の 「帰 国 」 女Ilが ほ とん どい な い。 これ ら

は 同1場 全 体 の 出 身地 別 女一11数を大 き く反映 して い る もの とみ られ る(通 勤 女

【二もほ とん どい な い よ うで,女llは 寄宿 舎 制 度 の も とに あ る)。 出 身県 別 の 再

入場 率 をみ る と,遠 隔地 ほ ど再 人場 率 が低 い とは 概 にいえない。 む しろ再人

場率はrf;に 「帰 国」 理 由 に規 定 され て い る ようである(後 述)。

以 ド,「帰 国」 理 由 別 にそ の様 相 をで きるだけ具体的に検討 しよう,,

(1)「 逃走 」(120名)

「帰 国」 理 由で 最 も多い の が 「逃 走」で,全 体 の4分 の1を 占め る(表2)。

この う ち資 料 に 「逃 走 」 の 理 由 を付 記 してあ る場 合 が10件 あ り,そ の う ち

「病 気 ノ為 」が8作 を占め た(表2で は これ も 「逃 走」 に分類 した)。 単身 の 出

稼 ぎ中 に罹 病 して不 安 にな り,あ る いは病 気 帰 省 を会社 に 認め られず,無 断で

実 家 に帰 ろ う と した もの であ る。他 は 「自家火災」1件,「 不 成績 二付 」1件 で

あ る。 「不 成績 二 付」 や 「病 気 ノ為」の場合の多 くは,「 逃 走」 が発 覚 した時 点
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表2岡 谷製糸 「北部」工場の理由別 「帰国」女工数と再入場数

「帰 国」総数 うち再入場数 再入場率
「帰国」理由

1918年 ]9年 2⑪年 計 1918年 19年 2⑪年 、汁 1918年 19年

「逃 走」 13 61 46 120 3 40 26 69 23 ss

「養蚕」 zo 30 26 76 16 22 17 55 80 73

「農刺 0 1 2 3 } 1 2 3 一遇 100

「家 事」 4 1 0 5 Z U 一 2 50 0

本人病気 31 27 ly 77 8 10 3 21 26 37

(肺病) (7} (4) (2) E13} Co) (0) toy tD) (0) (0)

(眼病) (2) (4) (2) (8) (0) (21 (0) (2) (0) (50)

(不明 ・その他1 (22) (19) (董5) (56) (8) t8) {3) (19) (36) (42)

家族病気 29 z7 3fi 92 10 16 16 42 34 59

(父母病知 (27) (23) (2>) (75) (9) (13) X10) (32 (:33) (57)

(そ0)他) (2} (4) (11) (17) (D (3) (6) G10) (50) (75)

家族死亡 12 2 7 21 4 2 6 12 33 100

(父母死亡) (lo) (2) (5) (17) (3) (2) (5) qO) (30) qOO)

「妊 娠」 3 4 0 7 1 0 』

1 33 U

「出産」 0 0 2 2 一一 1 1 一一

「縁 談」 1 3 2 s 1 1 1 3 100 33

婚姻 0 2 0 2 0 一 一 0 一 0

「盆」 4 1 0 J 4 1 騨一 C lUU 100

解雇 5 1 h 12 0 0 1 1 0 ()

他1二場 の権 利 10 6 () 16 0 1 1 0 17

「丁修学 」 0 4 () 4 T　 0 } {) 0

その他 8 1玉 13 32 」 7 9 L1 63 64

合 計 140 181 159 480 54 101 82 2:i7 3y 56

(出 典)表1と 同 じ.
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でL場 側 が推 測 した もの とみ られ,記 載 の仕 方か らみ て最 初 か ら記入 されてい

る。 しか し 「自家火災」や 「病気 ノ為」 の ・部は工場側 の調査の結果,記 入 さ

れ た もの で,記 載 の 仕 方 も横 に添 え 書 き され,あ とか ら付 記 さ れ た 形 跡 が あ

る,,い ず れ にせ よ1二場 側 が 「逃 走 」 の理 由 を究 明 しようと してい ることは明 ら

かであ る。

本 入の 「逃走」理 由が直接 記 されてい ない ケ._.,..スで も,「 逃 走」 事情 が推 測

で き る場 合 もあ る。 た とえば,1920年4月 末 に1人 の 群 馬 県 碓 氷 郡 出 身 女 一1二
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表3岡 谷製糸 「北部」工場女工の 「帰国」から再入場までの期間

「逃 走」

「養劃

「農}享ユ

「家'1事」

本 人病気

(II艮病)

1不明・その他}

家族病 気

(父母病気)

(そ の他)

家族 死 亡

(父母死亡〉

「妊 娠」

「出産」

「縁 談」

「盆」

解雇

他1二場 の権利

そ の他

11

(1)

(10)

26

(1R)

(8)

1()

(91

(1)

(4)

10

(8)

()}

21

(2)

(19)

42

(a」4)

{10)

12

×107

(出 典)表1と1司 じ.

韓二:1)1918-20イ 書モ0)集f計".

2>他 に,「 逃 走 」 に 不 明1.

が 「逃走」 したケー スが ある。その12日 後 に妹 とみ られ る 女1二(本 籍 ・戸L

が 同 一・)が 「姉病 産 後危 篤 」 のた め帰 省 した。妊娠 して打 ち明けることもで き

ない まま出産間近 にな り,思 いあ まっ て実 家 に 「逃 走」 した ものではあるまい

か。姉妹 とも工場 には再 び戻 って こなか った。

また複数の女 工が連 れ立って 「逃走」 した とみ られる例が非常 に多い。すな

わち,同 じ村 の 出身 とか 同 一郡 出身,あ るい は少 な くと も同 一方 向 の郷 里でe

同 ・月 日に 「逃 走」 し,し か も資 料 ヒも並べ て 記 載 され てい る場 合が,120名

中64名 もい た。1独 の 「逃 走」 は 「逃 走」 全 体 の 半数 に満 たない。 前者の う

ち2名 で の 「逃 走」 が1g件 で 大部 分 で あ った が,3名 の場 合 が2件,4名 が1
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表4岡 谷製糸 「北部」工場の 「帰国」女工のうち非再入場者の状況

譜 轡響
「見込 ナ シ

「逃 走」 6

「養蚕」 Z

「農 事」

本人病気 9

家族病気 5

家族死亡 z

「妊娠」 1

「縁 談 」

解雇 1

他1二場 の権 利 1

合II卜 27

「IL」 「他へ 移動 」

「縁 止」 「他へ 」

2**12

2

1

5

(出 典)表1と 同 じ.

注:1)1918-20年 の 集計.

2)*は 再 人場.**の1は 再 人場.

1*

1

1

5

件,5名 が2件,そ して 最 多 の6名 の 場 合 が1件 あ っ た,,む ろ ん 姉 妹 が 連 れ

、Zって 「逃 走」 した場 合 もあ る。 「逃 走」 日ばか りか再入場 月 日まで同一一の2

人連 れ もお り,「 逃 走」 か ら再 入場 まで行 動 を 共に した もの と思 われる。 また

1日 遅 れ て 同 ・方向 の郷 里の 者が 「逃走」す る場合が 若fあ り,こ れ はあ とを

追 っ た もの と推 測 される。

もっとも 「逃走」 した女工も,年 内 に 再びL場 に戻 って くる場 合が 多い(再

入場 率58%)。 これ は 自発 的 に戻 って くる場 合 もあ るか もしれ ないが,Il場 側

の 追跡 に よ り連 れ 戻 され た場 合が 多い と推定 され る。すなわち 「逃走」後,醇

入場 まで の期 間 をみ る と(表3),3分 の2近 くが1ヵ 月未満 と短 期 で あ り,ほ

んの1,2日 以 内 の場 合 もあ っ た。 また資 料 には,「 逃 走 」 な どの 理 由 の 記載 と

ともに 「見込ナ シ」「IL」「他へ 移動 」(他1揚 へ移 動 の意),「 不従 事」(他 の 製

糸1二場 に も不 就 業 の 意)な ど追跡 調 査 の 結 果が 記 され て い る もの もある(表

4)。III本 茂実 『あa野 麦峠 』 な どに 記 され て い る 工場側 の追 手の実在 が窺 わ

れ,前 者(「 逃 走」 後 ご く短 期 の うち の 再 入場)は 追 手 に拘 束 され た もの で,
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表5岡 谷製糸 「北部」工場女工の 「帰国」時期

「逃走」

「養 蚕」

「農 事」

「家8拝」

本 人病気

(肺病)

(眼 病)

1不明・その他}

家 族病 気

{父母病気)

(そ の他)

家 族死 亡

(父母死亡)

「妊娠 」

「出産」

「縁 談」

婚 姻

「盆」

解 雇

他ll場 の権 利

「未fl参学 」

そ の他

(2)

(2)

ρ
0

ー
ヱ

6月

ユ515

(4)(3)

(1)(3)

{10)(2)(9)

22915

(5)(18)(7)(12)

(2)(4)(2)(3)

-
■
且

-
■
-

12

1

1 1
ー

ワ
倫

214

5C23

31

27834

(2)

{1)

(5)

り
0

1
⊥

匡
」

-
■

3

13

(2)

(1)

(10)

14

(11)

(3/

だ
0

1
⊥

ユ20

76

77

(1:3)

(8)

(56)

92

(75)

(]7)

21

(17)

2

6

2

5

3112

16

4

4.132

合 計 133811283661534525134480

(出 典)表1と 同 じ.

注:1918～20年 の 集 計.

また 「見込 ナシ」 な どの記 載は実家 訪問な ど1'場 側 の徹底 的 な追跡 調 査 が 読み

取 れ る。

「逃走」 の時期 をみ る と(表5),4～5月 と7～8月 が 多 く,9月 以 降 は か な

り減 少 して い る。 この 意味す る ものは何か?6月 は 「逃 走」 だ け で な く全 体

と して 「帰 国」する者が少な く,こ れ は実 家 の養 蚕 ・農事 手 伝 い で帰省中の者

が 多 い こ とで説 明 で きよ う。9月 以 降 の 減 少 に 関 して は,『 生 糸 職 工 事情 』

(1901年 調 査)に,女 」二が 他1二場 に転 じよ う とす る時 期 は募 集の時期か ら 「旧
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盆の頃」 までで,そ の 後 は ほ とん ど 「争 奪 の弊 害 」 はILむ とあ る,Jそ の理 由 は

「旧 盆の 頃 にはn女 の収 得 す べ き賃 金 は幾 分 かUに 積 れ るが 故 に1.女 は容 易 に
(zl

転場 をな さざるに よる」 という。1918～20年 頃 の 岡 谷 製 糸 で も,賃 金 支払 い
f31

方法 は実質的にはまだ年末払いの慣 行が続いていたはずであるか ら,同 様 の 事

情 が あ った とい え よ う。 「逃走」 するな ら早い方が得 なのであった。

ど0)よ うな 日に 「逃 走」 す るか?休 日の外iii中 に 「逃 走」 しや す いの は 当

然 で あ ろ う。 とくに盆休み期間は 「逃走」の絶好 のチ ャ ンスで もあ り,事 実,

「逃 走」 が 多か っ た。 盆 休 み に は,後 述 の よ うに 女Ilた ち は近 隣 の者 を除 い て

ほ とん ど帰 省せず,寄 宿 舎 に滞在 した の で あ るが,山 本 茂実 『あ ・野 麦峠 』 に

よれ ば,各1場 と も盆休 み中 の 女1二の 逃 亡に頭 を痛 め}各 峠 ・街 道 の 要所 に共

同の 監視 員 を配概 し,女 」二を捕 まえ連 れ戻 し,あ るい は契約 違 反 と して実 家 の
(41

夏繭 を差 し押 さえた りした とい う。 「北 部」i二場 で も8月15・16日 に 「逃 走 」

した 女1二は3年 間 で10名 に ヒっ た。 な か で も1919年 の8月16目 に は6名 が

挙 に 「逃 走 」 してお り,彼 女 らは いず れ も群 馬 県 西 部 ・埼1託県北 部の 出身 者

で,前 述 の よ うに明 らか に 共同 して 「逃走」 した とみ られ る。 この6名 の うち

3名 は再 入場 せ ず,戻 っ て きた3名 の うち2名 は8月 中 に,残 り1名 は9月 に

な っ てll場 に復 帰 した。 こσ)と き 緒 に 「逃 走」 し,わ ず か2目 後 にi場 に

戻 っ た1名 は,仲 間 とは ぐれ て工場 側 の監 視 員 に捕 まったのであろ うか。 また

1918年 の 盆休 み に 「不 成蹟 二付 逃走 ス」 と記 されている 女Ilは11月 に な っ て

Il場に復 帰 したが,実 家 まで1揚 の職 員が赴 き,契 約 違 反 と脅 され て泣 く泣 く

ll場に戻 った の であ ろ うか 。 こ う してみる と 「あ ・野 麦峠』に描かれた世界が

大正半ばで もまだ生 きている ようで ある。1919年 の 盆 に ・緒 に 「逃 走 」 して

戻 って こなか った1人 は,じ つ は 同年5月 に 「母 病 気 」 の た め帰 省 し,7月 初

め に 一ltI二場 に復 帰 した女 工で あ っ た。 本籍 ・戸 主欄 には女性 名が記 されてお

り,母 子家 庭 とみ られ る。 想像 を逞 しくすれば,1陽 に復 帰 して も病 気 の母 が

気 に掛 り続 け,盆 休 み に仲 間 に誘 わ れ て思 い切 って 「逃走」 し実家 に帰 った,

とい う行動 が 浮 か びLが って くる。

次 に 月2回 の 休 日に 「逃 走」 が 多 か っ たか否かを検討 しよう。当時の休 日の
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あ り方につ いて,『'ド 野 村 誌 』 に よる と,1925年 頃 か ら交替 休 業 制 が採 用 され

だ したが,そ れ まで は 「-1什 六II,も し くは十11fH末 日の両 日を 斉 休 日と
　ヨ 　

したのが 普通で あつ た」 とい うc,し か し 「北 部J工 場 の 休 日制 度 は不 明 で あ

る。 そ こで盆休み中の 「逃走」 者以外 の110名 の 「逃 走」 日を調べ る と,1日

は8名,末 日は12名 と多 く,と くに 末 日の 件 数 は最 大 を示 す が,15・16日 は

そ れ ぞ れ4名 ・5名 と突 出 した 多 さで は な い。 そ の他 で多 い 日は28ロ9名,

末 日の 前 日9名i9日7名,8日 と18日 が 各6名 な どとな り,月 末頃 と1日 に

か な り多 い 結 果 と な る。 同 工場 の休LJが1日16日 制 か15日 末 日制 か で あ れ

ば,休 日 とそ の 前 日の 「逃 走」 はそ れな りに多い とはいえるが,そ れ 以外 のff

で もか な りみ られ,自 他 の 意思 とチ ャ ンス を見 計 らい なが ら,い ろい ろ な 日に

行 動 を起 こ した とい うことになろ う。

これに対 して諏訪の製糸経営側 は,明 治 期 か ら女1二の逃 亡 を未然 に防 ぐ策 を

さま ざ まに講 じていた。 た とえば,農 商務 省編 『1二場 監督 年報 』 第1回(1916

年)に は,長 野県 の 調査1:場 の便 所 内 部 につ い て,

・般 二換 気 採 光 共二極 メテ不完 全ニ シテ踏板 ノ糞尿二汚染サル ・コ ト甚 タ

シ出入 ロバ室内二連絡 スル側 二之 ヲ作 リ外方二向ツテ換気ロ ヲ設 ケサルニ

反 シ便所 ノ扉ニハL半 部 ヲ欠 ケ ルモ ノ甚 タ多 ク従 ッテ臭気 ノ室 内二侵入ス

ルコ ト甚 タシキモ ノア リ蓋 シコノ不全扉ハ 女1二刀 則ヲ利 用 シテ逃 亡 ス ル ヲ

監 視 スル為容易 二其 ノ内景ヲ覗 ヒ得 ル様 二作 ラレタルモ ノ ・名残ナ リ ト云
Ifi}

フ

とあ り,か つ て は便 所 を利 用 した逃 亡 を なん とか防 ぐ必要があった ことを示 し

てお り,寄 宿 舎 の拘 禁 的 性 格 が 実 在 して いたこ とが わか る。『あa野 麦 峠』 に

は,女 工 の脱 走 の様 子 につ い て,「 屋 根 か ら とび降 りて うま く逃 げた者,亀 の
X71

尾を うって ウー ウー うなっている者,便 所 の窓 か ら外 へ はいlllた 者」 等 々 と記

して い るが,そ れ は必 ず し も誇 張 で は な い の であ る。1914・15年 頃 で も 女 工

の寄 宿 舎 か らの外 出 は不 自山だった ようで,春 挽 と夏挽 の 間 の休 業期 間 の外 出
　お 　

も容 易ではなか った といわれ る し,昭 和 初 期 に お い て も外 出 に際 して 「通 門
　モタ 　

票」や 「外 出承認証」が発行 されていた。
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(2)家 族 の病 気 ・危 篤 ・死 亡(113名)

「帰 国」 理 由 と して は,次 に家 族 の病 気 ・危 篤 ・死 亡 に よる ものが 多 く,父

母 に関す る場 合が 大部 分 で あ る。「母 及妹病気 二付 キ」 と複数の家族の病気 に

よる場 合 も当然あるr}1918年 の 「本 人f女 ノ病 気 ノ為」qll梨 県 中 巨摩 郡 出 身

者)と い う記 載はx既 婚 女性 が 子供 を置 い て 出稼 ぎ していることが わか るケー

スである、,ド層 の家 で は,有 配 偶 女性,∫ ㌦持 ち の 女性 もけ っ こ う単 身 で出稼 ぎ

を しているように思 われ る。

もちろん他の理 山 と同様 に,本 人 ・家 族 に よる虚偽 の 申 告 もあ りえよう。 し

か し真 に家族の病気の場 合,帰 省 す るか らには それ が 重 大で 長期 に及ぶ ことが

多か ったであろ うし,帰 省 女llの 家 事 労 働 へ の 従 事 が 必 要 と され た だろ うか

ら,再 入場 率 は 「逃 走」 よ り低 く(46%),も はや 製 糸1陽 へ 就 業 しな い ケー

ス も多か っ た とみ られ る。それで も家族 死 亡の場 合は,再 入場 率 は57%と 家

族 の病 気 よ り高 く,葬 式 を済 ませ て工 場 に復帰 す る者が 半数 を越 え,し か も比

較 的 短期 間で 戻 っ て きて いる(表3・ 表4参 照)。

(3)本 人 の病 気(77名)

本 人の病 気 に よる 「帰 国」 も多 い。再入場率 は27%と,当 然低 か っ た。

病 名 が 判明 す る うち最 も多か ったの は 「肺 病」 「肺 結核」であ り,3年 間 で

13名 い た,」168釜 の せ いぜ い 女 一1二200名程 度 の1二場 だ か ら少 な くな い 数 で あ

るCiそ して肺 病 で帰 省 した 者 は1人 も1陽 に戻 っ て こなか った。 その 多 くは,

1二場 側 の 追跡 調 査 の結 果,資 料 に 「見 込 ナ シ」 と記 人 され た。1918年 は,日

本 にお い て統 計上 最 高 の結 核 死亡 率 を記録 した年であった。 「女1二哀 史」 とい
1101

えば肺結核,と い う イ メー ジは,こ の時 期 に最 も当て は まるの で ある。

つ いで 多か ったの は 「眼病」で あ り,そ の 他 は 「気 管 病」 「胃腸 病 」 「子宮

病」「水 虫」「リウマチ」な どであ った。病 名か らは病気 の 重さはわか らない

が,次 章で 示 す よ うに,罹 病 者の 大 半 は帰 省せ ず 夜 場 の まま休業 ・療 養 した
111,

し,病 気 ・負傷 に よる帰省 の旅 費 は会社が負担す るこ とになっていたか ら}こ

れ らの 「帰 国 」 した 女1;の 病 気 は軽 い もので は な い はず で あ り,そ れ ゆ え再 入

場 しない 者,数 ヵ月後 に よ うや く工場 復 帰 す る者 も少 な くなか った。
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なお 一般に女工が工場 において病死することは少な く,そ の理由はそれ以前

に1揚 側が実家に送還するか,家 族に引 き取 らせるのが普通であったため とい
(izi

われる。 『帰国工 女姓 名簿』 にはil場 で 死 亡 した 女 工 も記 人 す る原 則 だったか

は不 明 な の で,こ の 点 を 明 徴 で き な い が,1918年3月 に 「館 二 於 〔テ〕肺

死 」 した女lr(岐 阜 県吉 城 郡 出 身)が1人 だけ存 在 した。 肺 結核 なの に実家が

遠隔地のため,「 帰 国」 の 機 会 を 失っ て しまっ たのであろう。

(4)養 蚕 ・農 事 ・家 事(84名)

養 蚕 ・農 事 ・家 事 の うち,養 蚕 の た め に ・時帰 省す る 者が 意外 に多い。「養

蚕手伝」 「養 蚕 ノ為」 に帰 省す る者は3年 間で76名 もい た 反 面,「 農事 」 は わ

ず か3名 にす ぎな い。 「農 事」 で帰 省 した者の 出身地 は,富 山県 ド新 川郡 の水

m地 帯(椚 山村 〉,新 潟 県 西頸 城 郡 の 農 山村(上 早 川村)で,春 の 農繁 期 の水

田耕 作 手伝 い だ った とみ られ るが(「 帰 国」 時 期 は4月 と5月),そ の 他 に は

「家 事」 に よる帰 省が5名 い た ほ か,川 植 えや 稲 刈 りな ど と明示 され た もの は

いない。

養蚕のために帰省す る者が 多 く,水 田 耕作 そ の 他 の農 事で帰 省 す る者は少な

い点 は,ど の よ うに 理 解 す べ きで あ ろ うか。Ili本 茂 実 『あ ・野 麦峠 』 は 冒頭

に,飛 騨 か らの 出稼 ぎ女1二は 「亙月 春 び きが終 わ る と田植 に帰 りTま たす ぐ夏
113

び きにでか け」た と記 して いる。 しか しE`i「 本 邦 製 糸 業 労 働 事 情」(1924

年)の 休 暇 に 関す る項 で は,「 養 蚕期 に帰 郷 して 之 を 手伝 ふ こ とを許すn場 も
f141

相 当に多い」 としているが,そ の 他 の 農 事で の帰 省 につ いて はまった くふれて

いない。 岡谷製糸 「北部」1二場 の 事例 は,例 外 的 な ケー スで は ない ように思 わ

れる。

まずe一 般 に 女1:の 出 身地 は 養 蚕地帯 の村 々の場 合 がかな り多か った。製糸

1場 がt_11.地す る には周 辺 に養 蚕 地帯 が なけ ればならないのは 当然であるが,諏

訪 の製 糸1:場tは 明治 期 以 来,意 識的 に養 蚕 ・製 糸業 の 展 開 した他地域 か ら女

1二を募 集 して い た よ うで あ る。 石 井寛治 は,1880年 代 以 降 の 諏 訪 製 糸 業 が 各

地 の生 糸 生産地か らさかん に女1二を募集 して い た こ とに注 口 し,女1養 成 の 費
　

用 を他 地 域 の製 糸 家 に転嫁 して いた ことを論 じてい る。『職ll事 情 付 録=』
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収録の,諏 訪 の 工場 主 と推 定 され る 「某生 糸 工場 主談話」(1901年12月)に

も,「 生 糸地 方の もの は常 に 見 習 い居 る故,速 や か に ・人 前 とな る も,他 地 方
{l6)

より来るものは容易に ・人前の仕事は出来ず」 と述べ られているが,養i蚕 地帯

では繭の商品化が進展 して も屑繭などか ら糸を挽 くことが各地で長く残存 し,

農家f女 は糸繰に馴染んでいたか ら,そ うした地域 出身の女Ilは 養成が容易

だったのである。他方労働供給側については,近 年の研究では,養 蚕の普及は

農家の所得を高めて農外労働への就業抑IL効 果があるとされるが,そ れは主に
itii

既婚 女性に対してであったr,ま た具体的に養蚕規模の比較的大きい村落か らは
　

出稼 ぎ女1二が 出 に くい 事例 も明 らか に されているが}座 繰 製 糸 か ら切 り離 され

た小 作 農 な ど ド層 ・零細 養蚕農家のr女 が 大最 に製 糸1揚 に就 業 した こ とは よ

表6岡 谷製糸 「北部」工場における

「養養」「農事」による 「帰国」女工数

20年出身地域 ユ918年 璽梨県

東八代郡 6 5

西八代郡 3 8

東III梨 郡 2 2

中巨摩郡 3

南巨摩郡

甲府市 1

馬県

多野郡 4 3

碓氷郡

iく県

児1ミ郡 3 4

秩父郡 1

山県

東砺波郡 1 2

ド新川郡

潟県西頸城郡 ]*

明 2

計 20 31

7
f

り
0

2

11

3

2*

28
__

(出 典)表]と 同 じ.

注:*は 「農 事」,無 印 は 「養 蚕」.
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く知 られている。そして蚕糸業地帯の中には,す でに1880年 代末頃か ら尋常

小学校に製糸器械を備 えて温習科生徒に製糸を教 え,「 卒業後製糸会社に雇は
　

れ直ちに一1.等紅 女 とな る 者多 き」場 合 さえあ ったのである。

「北 部」L場 の 女r_の 主 な 出 身 地 の う ち,著 名 な 養 蚕 地 域 で あ る郡 と して

は,山 梨 県 東 八 代 郡(30名)・ 東 山 梨 郡(16名)・ 中 巨 摩 郡(23名),富 』山

県 婦負 郡(32名)・ 東 砺 波 郡(30名),岐 阜 県 吉城 郡(20名),埼 玉県 児 玉 郡

(14名),群 馬 県 碓 氷 郡(49名)・ 多 野 郡(25名)な どが あ っ た(括 弧 内 は3

年 間 の 「帰 国」 者 総 数)。 この う ち 山 梨 県 東 八代 郡 ・埼 玉県 児}ミ郡 で は,「 帰

国」 女」二の う ち養 蚕 を理 由 とす る者が それ ぞれ60%(18名)・50%(7名)

を占め た(表6)。

次 に,ド 層 農 家 で も通 常 は稲 作経 営 を行 っているのに対 し,稲 作 の繁忙 期 に

も実 家 に帰 る必 要がなか った ということは,実 家 の稲 作 経 営 規模 が か な り小 さ

か った ことが背景にあったであろ う(た だ し田植 え期 と春 蚕期 は連続 する こと

が多いか ら,「 養 蚕 重伝 」 を理 由 に帰 省 した者 も田植 えに従事 したこ とはあ り

うる)。 また 前記 の 著 名 な養 蚕 郡 で も養蚕のために帰 省す る者が まった くいな

い場合 もあ ったが(岐 阜県 吉城 郡 ・富 山県婦 負 郡),そ れ も実 家 の 養 蚕経 営 の

零 細性 を示 してい よう。 それを裏付 けるように,養 蚕で 帰 省 した 者 も,帰 省時

期 は4～6月 とい うよ うに春 蚕飼 育 の ため であ って(表5),一 般 に春 蚕 よ り掃

立 て規 模 の小 さい夏秋 蚕のために帰 省 した ものは1人 もい なか った 。 そ して 多

い とは い え養蚕 ・農事 のために帰省 した者は 「帰 国」者総数の16.5%に す ぎ

ず,就 業 女 工200名 とす れ ば 年 平 均 で そ の13%,釜 数 比 で も17%に す ぎ な

い。 大 部分 の 女1二は実 家 の農 繁期 に も帰 省 しなかった。それは遠 方への出稼 ぎ

とい う一般 的 な要 因のほかに,非 農家 で なけれ ば 出 身農 家 の ド層性 を も表現 し

ていると考えて よか ろう。

もっ とも表6の よ うに,近 距 離県 の み な らず 相 当 な遠 隔 地 まで旅 費 と時間を

費や して養蚕のために帰省 した者がいる点は,実 家 の 養蚕経 営 規模 が決 して小

さ くない場 合 もあ ったのではないか と推測 させ る。事実,富 山県 の 実家 に養 蚕

の た め に帰 省 した者は,す べ て越 中 五箇 山地 方(東 砺 波 郡}%村 ・ヒ平村)の 出
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身であ った。 同地 方の村 々ではほ とん どの家が合掌造 り民家のなかで大規模養

蚕を営んでお り,こ の場 合,村 の下 層 農 ・貧農 出 身 とい う イ メー ジは必ず しも

当た らないであ ろう。

さらに製糸 女工は工場の春挽 開業当初 か ら入場 して就業す る とは限 らず,実

家 の 田植 えや 春 蚕 を終 えた 後の6月 後 半頃 に,し たが って 夏挽 開 業 頃 に人場 す

る場 合 も少な くなかったか ら,一 一耳寺帰 省 しない 女1二が 農繁 期 に実家 の農 作 業 に

従 質 しなかった とは限 らない。1920年 代 の 長 野 県 の製 糸Il場 で も6月(な い
くゆ

し7月)に 雇 い 入 れ る 女1二はか な り多か った の で あ る。 平野村付近で は幕末～

明治初期 頃の座繰 製糸は田植 え後か ら始 ま り,器 械 製 糸が 勃 興 して も1880年

代 前'卜頃 まで は 般 に は春挽 は行 わ れず 夏挽 のみであった とい うか ら,も と も
　

と糸繰はいわば婦 女}の 農閑余業という性格があったのであ り,そ の名残 とし

て農繁期の ・時帰省慣行や田植え ・春蚕後の11入 場慣行がのちまで長 く残っ
にヒ　

たのである。

しか し農繁期にお ける 一一時帰省は,帰 省期 間 が 数 週 間 ～1ヵ 月 余 と長 い だ け

に,空 釜が 発 生す る こ とを極 力 避 け て生産能率 を ヒげ ようとす る経営側に とっ

て,円 滑 な生 糸生 産 を阻 害す る もの として特 に忌避 され るべ きものであった。

1919年 の 臨時 産 業 調査 局 「製 糸 職1二に 関す る調 査 」 に は,「 農 蚕 繁忙 季 節 に於

て は数旬 にEIり 欠勤 す る者 あ り。此 弊 は通 勤 職1二に於 て殊 に甚 し く,11場 は為

に操 業 に 支障 を来 し,能 率 を減 殺せ らる ・こ と砂 か らずr,故 に適 当 な る精 勤 奨
[2;i]

励法 を設け,之 が 矯 正 に努 む るは亦 肝 要 な りとす」 と,農 繁期 欠勤 の弊 害 は通

勤 女1二の 方が 一段 と大 きい と しつつ,な ん とか 対 策 を講 じる必 要 を強 調 してい

た。

とはいえ激 しい女i.得 競 争 が続 く以 ヒ,経 営側 は 女工側 の 「家 」 の都 合 を

優 先 させ ざるをえなかった。 したが って,可 能 な らば農 繁 期 に帰省 す る必 要の

少 ない ド層の零細農家や非農家か ら女工募集 を行 うことが望 ましい とい うこと

にもなる し,と くに農家 か らの 通勤 女 工 の雇 用 は避 けるべ きとい うことに もな

る。 事実,1950年 前 後 の 諏 訪 郡 川 岸 村 の 例 で は,-1:場 側 は 「大 きい 農 家 は 農

繁 期 に呼 戻 されることが あるので遠慮 して」お り,そ の た め 従 業 員 は 「中小 農
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家出身者が多 くなっている」 とされていたし,同 村の非農家世帯では ド層農家
　

以Lに 男女とも大部分が製糸労働者 となっていた。したがって,戦 前の出稼 ぎ

製糸女1二の出身階層が農村 ド層であったことは,従 来もっぱら労働供給側の事

情から説明されてきたが,労 働需要側の事情 も同時に考慮する必要がある。た

だし戦前期において製糸経営側が以 ヒのような理由で意識的に ヒ層農家のr女

を敬遠 しド層農家 ・非農家世帯の子 女を募集しようとしていたという明証は今
i'lfi)

の ところ未発見であるが,可 能性 と して は想 定 で き よ う。

さ て養蚕 ・農 事 ・家事の ため に ・時帰 省 した女Ilも,29%は1二 場 に戻 っ て

こなか った。 戻 って きた場 合 も,1二 場 側 が 連 れ戻 した 形跡 が あ る。 すなわち春

蚕のため に帰省 した場 合,蚕 の 飼 育 期 間 は約30～40日 で あ り,最 繁忙 期 はせ

いぜ い10日 ～2週 間程 度 で あ った 。旅 行 日を併 せ て 再入場 までの期 間は!カ

月強 あ れ ばf分 で あ る。 表3の2ヵ 月以 ヒた って 再 入場 した13猛 は 明 らか に

春 蚕が終 わ って もす ぐには工場復帰 しようとしなかった女Lた ちで あ った。 こ

の よ うにi二場 側 は,理 由の 如何 にか か わ らず,旦 帰 省 させ れ ば再 入場 しない

可能 性 が少な くなかったため,農 繁 期 のみ な らず 盆 そ の他 の休 暇で もで きるだ

け帰 省を制限 しようとしたのである。

(5)盆(5名)

表2に よる と 「北 部」IA場 で も盆 に帰 省す る 女 旦1はじつ は きわめ て少 なか っ

た し,春 挽 と夏挽 の 間 に休 暇 とい う理 由で帰 省 した者 もみあた らない。

般 に製糸1二場 の 盆休 み に は,明 治後 期 ～ 昭和 初 期 にお い て,と くに遠 隔地

出身者 は帰 省せ ず,盆 踊 りな どに興 じた こ とが よ く知 られてい る。「北 部」1二

場 で わず か に盆 に帰 省 した 女rは,群 馬(3)・ 埼 畳ミ(1)・ 東 京(1)の 出 身 で,よ

り近 距 離 の 山梨 県 出 身者 な どは1人 も帰 省 して い ない。 盆休 み は きわめて短
127)

く,明 治 後 期 ～ 大 正期 頃,わ ず か2～3日 間 とい うか ら,諏 訪 近辺 の 出 身 者 以

外 は 事実L帰 省 は 不 可能 で あ っ た、、登 山 家W.ウ ェ ス トンは,1894年8月17

日に 諏訪 にほ ど近 いF伊 那 郡朝 日村 平 出付 近 で 盆休 み に帰省 した製糸女一1の群

れ に 出 会 っ て い る。 「卜二 か ら 二十-歳の,た く さん の 少 女 の 集 団 を追 い 越 し

た。(わ が家 で 盆 祭 を過 ご した あ と)製 糸1二場 の仕 事 に諏 訪 へ 戻 る とこ ろ だっ
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(za}

た」 と日記に記 している。これも8月15日 か ら3日 間の盆休みに上伊那方面

の実家に帰省した女1二たちが,18日 か らの操業再開のために戻 るところ と理

解されよう。

なお,春 挽 と夏挽の間の休暇については,帰 省が許可される場合と許 されな

い場合の両方があった。そ もそもこの休暇は年によって日数が異なるし,好 況

期などにはほとんどなくなる場合さえあったが}大 正前期の ド諏訪町付近では

休暇があっても帰省は許されず,付 近の農家が養蚕労働力 として寄宿舎で休暇
{2s)

中の女工 を利用 したという。 しか し191?・18年 には製糸同盟は春挽閉業後に

帰省する長野 ・山梨両県出身の女工たちのために団体列車を仕 立てて送 り出し
1301

ているし,桂 塞の調査報告 「本邦製糸業労働事情」でも,「 春挽終 ∫後一週 間
ぐ　

位」「多 くの1二女は帰 省 す る」 と され て い る。次 章でみるように1920年 の 岡 谷

製 糸 「東 部 」1二場 で は あ る程 度 は帰 省 して い るよ うであ る し,前 述 の よ うに

「あ ・野 麦 峠 』 で もfこ の 間 に飛 騨 へ 「田植 」 に帰 っ た と記 してい る。 した

がって,「 北 部 」L場 の場 合 も,養 蚕 を理 由 に帰 省 した 者の 一・部 は,こ の 休 暇

を利 用 した可 能性 はあ る。 しか し,次 第 に操 業 日数が 増 加 して この休暇が短 く

なると 層 帰 省 しに くくなる し,遅 くとも昭 和 初期 頃 に は,春 挽 後休 暇 もな く

(sz

直ちに夏挽 に移 る場 合 も多 くなったようである。

(6)妊 娠 ・出産(9名)

「妊娠 」 の た め帰 省 した者 は7名,「 出産」 の ため 帰 省 した 者は2名 い た。 彼

女 らが既 婚 者か 否 か は不明であるが,出 稼 ぎ製糸 女 工の ほ とん どは 未婚者だっ

たか ら,こ の 帰 省 者の 多 くもそ うだ っ たであろ う。 また この中には再入場 した

者 も2名 お り,こ の 解 釈 も難 しい。 この再 人場 者 らはあるいは有配偶 者だった

か もしれない。

さて 「妊娠」 に よる帰 省 者の帰 省時期 をみ る と(表5),7名 中4名 が8月

で,5月 ・9月 ・10月 が 各1名 だ った。 これ は何 を物 語 るか?

当時i女 正二出稼 ぎの弊 害 と して,女Il供 給側 か らは,し ば しば 「風 教 」 に及

ぼす 悪 影響 が指摘 されていた。その ・つ に出稼 ぎ中に 「淫逸の所 業」 を行い ,

未婚 者 が 妊娠 して 堕 胎 しあ るい は 「私生児」 を生 む ことであった。 『あ ・野麦
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峠』 も,こ の こ とを繰 り返 し印 象 的 に叙述 している。 しか し臨時産業調査局調

査の 「製糸職一1二に 関す る調査 」(1919年 〉 に よれ ば,'方 で は 出稼 ぎの 弊 害 を

指摘 し,新 潟 県 西頸 城 郡 の例 で は,1918年 に2,567名 の 出 稼 ぎ女1一の う ち 未

婚 者で 妊 娠 して 帰 省 した者が16名,「 私生 児 」 を生 ん だ 者は16名 い た と しつ

つ,他 方で,岐 阜県吉 城 郡 にお いて は,出 稼 ぎ女 工が 妊娠 して帰 省す るの は多

くが8～9月 頃で,「 其 不 品行 は冬 期 帰郷 申 に於 て行 はわれたるもの ・如 く,必

しも県外1:場 就 業中 に起 りた り と断定 し難 きを示せ り」 と,こ うした出稼 ぎ弊
133)

害論 を暗 に批 判 して もいる。「北 部」 に場 のデー タもほぼ岐阜県吉城 郡の事実

を裏付 けるもの となってお り,興 味深 い。 もっ と も 「出産 」 の ための帰省時期

が5月 ・7月 各1名 で あ った こ ととあ わせ て,す べ て の ケー スが冬 季 帰 省 中 に

因 をな した もので もない ようであるが,大 半はaな お 外 出の 不 自由 さ を有 す る

寄 宿 舎 生活 を強い られた出稼 ぎ中で はな く,夜 這 い な ど開放 的 な性 民俗 の存続

す る農 山漁村での冬季帰 省中における行動 に よるものだった といえ よう。

(7)解 雇(12名)

表2で は 「解 雇」 は12名 で あ るが,内 訳 は,た ん な る 「解 雇」 「解 約 ス」が

9名 お り,ま た 「不成 蹟 ノ為 メ」 の3名(1918年)を 解 雇 とみ な して加 えた。

そ の他 に 「同盟 二付解雇 ス」 「妊 娠二付解 雇」 「病 気二付 解 雇 ス」が 各1件 あ

り,こ れ は 「他1揚 の 権 利」 「妊娠 」 「本 人病 気 」 に分類 してあ る。3名 の 「不

成蹟 ノ為 メ」 の ほか,前 述 の ように 「不 成蹟 二付逃 走 ス」 もあ り,等 級 賃金 制

の ドで 成績 の低 さが 離 職の原因 となる場合があ った。 こう したおそ らく製糸女

1二と して の 適性 の著 し く低 い 女1二は 数 か らい え ば や や 例 外 的 とい って もよい

が,ど の 製 糸場 で もこ う した ミスマ ッチ ともい うべ きケー スが生 じた ようであ

る。いずれ にせ よ,操 業 期 中 の非 自発 的 失業 は存 在 はす るが多 くな く,と くに

最 好 況 期 の1919年 は1名 の み で あ っ た、,ただ し次 章で述 べ る 「東 部」1場 で

は,1920年 に不 況 の ため伝 習 女 工 を 「帰 宅 」 させ てお り,「 北 部」 工 場 で も同

年の 解 雇6名 は こ う した不 況 の た め の非 自発的 失業であ ったil∫能性 が あ る。

(8)他 工 場 の権 利(16名)

これ は製 糸 同盟 の規 約 に したが っ て,他n場 の 権利 女 工 を権 利ll場 に引 き渡
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したか,ま た は解 雇 した と考 え られ る ものであ る。1918年 と19年 のみ で,20

年 は1件 もな く,こ れ も労働 需 給 関 係 を反映 して いる。 女1二の退場 期 は いず れ

も3～6月 で あ り,年 の 早い 時 期 に決 着 させ て お り,現 存 す る 製 糸 同 盟 「取 調
{311

筆記』 「交渉記録』に紛争 と して記載 された件 はない。引 き渡 し先の権利1二場

と して,1,G1川 館(3名),尾 沢 組(2名),山 卜組(1名)な どが 判 明 し,い ず

れ も村 内の 製 糸家 で あ る。 また 「傘 旧権二依 返戻」が3名 お り,こ の傘 は 岡 谷

製 糸 の他1二場 で は な く 日本 社(平 野 村)の こ と と思 わ れ る。 さ らに 「同 盟二付

解雇 ス」 とされた女nが1ヵ 月後 に 再入場 した ケー スが あ るC,こ の 女1二は権 利

1陽 へ の 就 業 を拒 否 して解 雇 され,ほ とぼ りが さめ た ところ で 「北 部」ll場 が

秘 か に 再雇 用 した とい う こ とで あ ろ うか。 この ケー スは別 として,比 較 的 ス

ムー ズに権利 重 複 の 女llの 処理 が 行 われ て い るが,こ れ とは 別 に 「借 権 証 」 と

そ の相 殺で処理す る場合がかな りあ るはずであ るか ら,女1二 の 争 奪 は なお か な
く　り

り活発であった とみ られる,,

(9)未 修 学(4名)

1916年 施 行 のll場 法 の規 定 に よ り12歳 未満 の 者 は 雇 川 不11∫と な った が,12

～13歳 の学 齢 児 竜は存 在 した し,10歳 以 ヒの 膏は 「軽 易 」 な労 働(長 野 県 製

糸1二場 の場 合 は,当 初 は屑 物 の 処 理,の ち に 大 枠 か ら紹 を外 す 業務 等 が加 わ

る〉へ の就 業を1コ丁能 とす る な どの例 外 規 定 もあ り,1926年 ま で1二場 法 適 用

(労働IJ入 以L)製 糸工 場 もそ う した学 齢 女1二を合法 的 に雇 用 しえた。 また

非 合法的な学齢 児 竜雇川の存在 も当時か らしば しば指摘 された ところである。

こ うした学齢児 量の1二場 就 業が消 滅 しない点 につ い て,従 来,L場 弛側 の抵

抗 に よる1陽 法 の 規定 の骨 抜 き,1:場 監 督官 の 取 り締 ま りの 不一卜分 さが指摘 さ

れて きた。 しか し学齢児童 の雇用についてはむ しろ早 くか ら消極的であった製

糸1揚i三 も多 か っ た ようで あ る。 た とえば 『職工 事情 付録=』 に収録 されて

い る 「某生 糸i二場i三談 話」(諏 訪 の 工場1こ と推 定)に はf「 職 」二年齢 の 制 限 は如

何」 とい う質問 に対 して,「 貧乏 人の 小 供 は小 学 校 ・,二 年 位 にてll女 とな る

かtま た は小学 校 へ も人 らず して1二場 に出すC,か くす る ときは 食 と衣 とはお の

ず か ら得 る。 … 時に よれば,十 人位 にて足 る もの を 父 兄の希 望 によ り=卜
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人位 も置 くことあ り。 これ は私の方 にては 七地の貧乏 人に対す る義務 として居

るC}法 律 にて制 限 を設 け らるれ ば,か えっ て工 女のた め に不 利益 を 来 し,1二 場

1こは む しろ仕 合せ を得 る こ とに な る」 と答 えてい た。 また同 じ1場1:6ま,「1二

女に も多 少 の教 育 あ る もの は概 して仕 事の成績善 し」 として,1揚 内 に夜 特 別

学 級 を設 け て初 等教 育 を行っていたが,こ れ は 女Tllの ため だ けで はな く 「Il場
.361

iモの利 益 とす る ものJと い う認識 の も とで実 施 して い たのであった。L場 法 が

施 行 され る直 前 にお いて も,「 信濃 毎 日新 聞 』 は製 糸1揚}三 の声 と して,12歳

未満 の雇 用 原則 禁ILに つ い て次 の よ うな 記 事 を掲 載 している。

見習い_r.と 云ふ もの が な い こ とに な りは しないか という心配 もあるが,

実際 に於 て は却 って好 都 合 であ る。 それ は現 在の ト 歳 未満 のn女 に就 い

て 調べ て み る と大抵 そ の 姉 とか叔母 とかがIl女 となっ てい て その1二女 を雇

入 れ るLに 於 て 巳む を得 ず 雇 人れ て い る,云 は ば連 れrの よ うな もので あ

るvIl場 主も損 を知 りつ つ そ れ を雇 は ね ば,雇 入れ た い と思 ふ 【二女 を雇 ふ

こ とが 出来ぬのであって,見 習T:と なす に も ト=歳 未満 は損 で あ って1"
G37i

二歳以 トが よい との話 なのである。

そ して諏訪製糸業において も,女1二 の退 出 ・移動 が な お少 な くな く,一 般 に長

期勤 続 をあ ま り期待 で きない とすれば,年 少 の不 熟練 女r二を雇 用 す る メ リ ッ ト

は少 なか った。 この ようにおそ らく大規模 な製糸1二場 で は,相 当はや くか ら地

域 や 女1二家 族 な ど被 雇用 側 の 利害 に制約 されて幼年者 を雇用す る面が強 く,12

歳 未満 児 最な い し学 齢 児童 雇 用 禁 止の法律化 はむ しろ好 ましい ことであった。

では 「北部」1二場 の場 合,な ぜ 学 齢 児 童を雇用 し,な ぜ 彼 女 らは 「帰 国」 し

たの か。 この1揚 で は,学 齢 期 で あ るた め に 「帰 国」 した とみ られるケースは

1919年 の4件 の み で あ っ た。 こ れ らは,「 修 学 未成 年 二 付 帰 国 セ シ ム」 「未成

年二付帰 国セ シム」「ゴ年 未満二付」「未成年二付帰 国」 と記されている もので

ある。「未成年」 とか 「ゴ年未満」 といって も,い ず れ も学 齢 期 以 ドまた は12

歳 未満 の こ とで あ ろ う。 「帰 国」 時期 は3月3件,4月1件 で あ り,い ず れ も

春挽 操 業開始 後 ま もな くであった。 したがってこれは,Il場 監督 官 に非 合 法の

児 童雇 用 を発 見 されてや むな く解雇 し 「帰国」 させ た とは思えない。 ヒ記の よ
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うに幼 年者は製糸i二場 で の 基幹 的労 働 力 に な りに くくfま た 前述 の よ うに学 齢

期 以 ドの 児 童の雇 用が 合法であ るため には,業 務 内容 や 労 働 時 間 の 制 約 を受

け,特 別教 育 施 設や 県 知 事へ の 願 出 の煩雑 な 手続 きも必 要であった。 こう した

理 由で同社 も学齢児 童雇用に積極的ではなかった と推定 される。 む しろ想定 し

うるこ とは,好 況 の 中で労 働 需 給 が逼 迫 し,同 社 が安 易 な 募集 を行 い,誤 っ て

学 齢 児 童 ・幼 年 者 を雇 用 し,操 業開始 後 まもな く 「発 見」 した とい うことでは

なかろ うか。彼 女 らは,「 帰 国 セ シム」 とい う以L,誤 雇 用 の 可能性 の 低 い近

隣 出 身 者 で はない と考 え られ,ま た 『帰 国 工 女』姓 名 簿 』 に は,他 の 場 合 と異

な って彼 女 らの 本籍 ・戸};は いず れ も無 記 人 でy被 雇用 者 ない し労 働 力 と して

あ ま り問題に されていない ことが窺 われ る。実際,彼 女 らはそ の後1人 も 再入

場 して い な い。

長野 県埴 科郡一IL加村 につ い ての研 究 に よれ ば,!920年 代 前半 まで,9歳 未満

を 含 む少 なか らぬ学 齢 児 童 が,小 学校 中途 退学 ・長期 欠席 な どに よ り,時 期 に

よっ て流 出 先 を変 えつ つ も,諏 訪 を含 む 各地 の 製糸 ・紡 績 ・織物1陽 に絶 えず

出稼 ぎに出 てお り,な お 農村 の学齢 児童 を プ ッシュするノJが強 か っ た こ と を示
{3K)

している、,他方,岡 谷製 糸 会社 で は,他 の 大 製 糸 と と もに1田7年 に特 別 教 育

実 施の 許 可を受 け て学齢期 女r.の 教育 を行 って お り,同 社 本社 工場 に も学 齢 期
(:39)

女1二がある程度存在していたが,上 記の ような幼年者雇用の実情 を考えれば,

これは同社が学齢児童雇用に積極的だったことを意味 しているのではないであ

ろう。 方 では学齢 女rを 「帰国」させつつ,他 方ではr場 内教育を行って雇

用 していたことは,学 齢児童雇用に消極的な中で,被 雇用側の 事情 を配慮 した

場合ある程度合法的な雇用 も行わざるをえなかったことを示していると推定さ

れる。その限 り,岡 谷製糸のような大規模製糸の場合,故 意に学齢児童を雇用

して 「搾取」せん とする児童雇用の伝統的な悲惨なイメージは当てはまらず,

む しろこの場合は貧困に苫しむ被雇用側が年齢 を偽って したたかに入り込 もう

としたLで 排除された可能性が強いように思われる。

以L,「 帰 国」 理 田 別 に検 討 した が,そ の 他 や や 個 別 的 な 理 由 に よ る 「帰
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国」 に関 して若 干補足 してお こう。家族 との面会を理由 とす る 「帰国」が若r

数 存 在 した。 「弟 久振 二 帰 宅 二付 面会 ノ為」(1919年,富 山県 下 新 川 郡 泊 町 出

身 者),「 兄西 亜利 出征 二付 面会 二行」(1920年,群 馬 県碓 氷 郡 出 身 者)な どで

あ る。 前 者 は弟 もおそ ら く北海道あた りへ出稼 ぎしていたのであ ろう。後者は

いわゆるシベ リア出兵。いずれ も2～3週 間で 再 入場 して い る。 また1920年 に

は 「夫帰 国 二付 」 き帰 省 し,工 場 復 帰 しな い 者 もい た(出 身 地 不 明)。 この場

合,夫 も 別 方 面 へ 出 稼 ぎ して い た ら しい。 「帰 国」理 由が 「函館 行」(1919

年,新 潟 県 西 頸城 郡 市振 村 出身 者)と あ る 者 は,製 糸 」二場 出稼 ぎか ら北 海道 出

稼 ぎへ転換 したか,北 海 道 出稼 ぎの 夫 ない し家 族 の もとに行った ものの ようで

ある。富lll県 ・新 潟県 の 沿岸 部 か ら諏 訪の 製 糸王場へ 大量の女1二が 出稼 ぎに き

て い たが,こ の地域 の 男 た ちは北 海 道方 面 に盛んに出稼 ぎしていた。夫や 兄弟

は北海道方面へ,妻 や姉 妹 は諏訪 の 製 糸.il場 へ と夫 婦 ・兄弟 が 別 れて 出稼 ぎす

るF層 民 も少 な くなか った と推 定 され るのである。

注

(1)再 入場 者 は 資料 中 に再 入場 月 日が 記 載 され た 一t.,そ こ に丸 印 が 付 され て い

る。 な お 念 の た め に い え ば,年 内 に 再 入 場 しな い 者 は,二 度 と この 工 場 に

就 業 しな い と は 限 ら ない 。 翌 年 に ま た就 業 す る こ と も大 い にあ り うる の で

あ る 。

(2)農 商務 省商 「局編 『職 一[事情 』(岩 波 文庫 版,上 巻S1998年)244頁 。

(3)賃 金 支払 い 方 法 は,年 末 払 い 慣 行 が 続 い て い た が,工 場 法 施 行 に よ り

1919年9月 以 降 は 毎 月払 が 義 務 づ け られ た。 岡 谷 製 糸 で も,1919年 度 の 本

社t場 の 雇 用 契 約 書(1}∫ 立岡 谷蚕 糸 博 物 館 蔵 「橋 爪 家 資 料」)に は,賃 金 に

つ いて,「 毎 月壼 同御 支払 被 下候 事 但 シ 大1}:八 年 八 月迄 ノ分 ハ 年 未 閉 業 帰 宅

ノ際 御 精 算 ノー1御 支 払 ヲ 受 ク ル 事」 と記 さ れ て い る。 し か し寄 宿Ilの 場

合,1919年9月 以 降 も実 際 に は 直 ち に貯 金 に 振 り替 え ら れ,実 質 は 変 わ ら

なか っ た とい わ れ て お り(桂 皐 「本 邦 製 糸 業 労 働 事 情(;)」 『社 会 政 策 時

報 』42号,1924年,115頁),岡 谷製 糸 本 社ll場 も同 様 だ っ た で あ ろ う。

(4>11f本 茂 実 『あ ・野 麦峠 』(角 川文 庫版,1977年)99～100頁 。

(5)『'r野 村 誌』 下巻,446頁 。

(6)農 商務 省編 『工場 監督 年 報 』 第1回(1916年)123頁 、,

(7)前 掲,山 本 『あ ・野 麦峠 』98-3J
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(12)

(13)

X14)

(]5)

(16)

(17」

(18)

(8)今 井 久雄 『村 の 歳 時 記一 子 ど もの 大正 生 活 誌(一)』(草 原 社 ,1989年)

280～299ガ ご。

(9)『 岡 谷 市 史』 中 巻(11)76年)737頁 。

(10)も っ と も 「テ キ ス タ イル病 」 とい われ る よ うに繊 維Tl二場 の 女Lに 結 核 が 蔓

延 した の は 日本 だ け で は な い し,結 核 自体 も戦 前 期 のH本 よ り産 業 革命 期

イギ リ スの 方が は る か に 蔓 延 して い た ら しい(以L,福 田 真 人 『結 核 の 文

化 史一 近 代 日本 にお け る病 の イ メー ジ』 名 占屋 大 学 出版 会,1995年 ,2・36

頁)。

q1)1919年 の 同 社 本芋Lf場 の雇 用契 約 謝 こは,「 病 食漁 傷 等 ノ為 メ帰郷 旅 費 ハ

貴殿 〔会社 一…引 用 者,以 ド同 様 〕 二 於 テ 御 負担 ノ事 」 とあ る。

福 田,前 掲 書,38頁,,

前掲,[1i本 『あ ・野 麦峠 』8～9頁 。

前掲,桂 塞 「本 邦 製 糸 業労 働 事情(う 」85頁 。

石 井寛 治 「目本 蚕 糸 業 史分析 』(東 京 大 学 出 版 会,1972年)266～267頁 。

『職Il事 情 』(岩 波 文庫 版f下 巻S1998年)422頁r,

斎 藤 修 『賃 金 と労 働 と生 活 水準 』(暑 波 書 店,1998年)第3章 。

江 波 戸 昭 「蚕糸 業 地 域 の経 済 地 理 学 的 研 究 』(占 今 二、崔奮院,1969年)190頁

の 諏 訪 郡湖 東村 の 例 。

(19)神 津 善 三郎 『教 育 哀 史…一子 守 ・L女 ・半玉 の 学 校 』(銀 河f房 ,1974年)

372頁 。 「温 習 科 に て 製 糸 器械 据 付 け繰 糸 教 授 を行 ふ」 『信 濃 教 育 』(1890年

3月)に よ り諏 訪郡 宮 川 ・有 賀 両尋 常 小 学 校 の 例 が 記 され て い る。

(20>1922年 の 月 別 長 野 県 製 糸 女n数 ・雇 入 女1:数 を み る と,4・5月 末 現 在 数

は9万6T・ ～7T・ 名 で あ っ た が,6月 中 に1万2T・ 名 余 を 雇 い 人 れ て ,6月

末 は10万9千 名 に 達 して い る。7月 中 に 新 た に雇 川 され る の は1,400名 余

で,5月 以 降 の そ の他 の 月 はT・名 に 満 た な い 」 た だ し翌ig23年 は6月 に 新

規 雇 用 され る 女1二数 はそ れ ほ ど多 くない(「 長野 県 に 於 け る製 糸 職 工 移 動 状

況 」 東 京 大学 社 会科 学 研 究 所 蔵 『糸 井 文 書』 第94綴1)。 「北 部」1二場 で こ

う した 途 中 新 規 人場 者が どの 程 度 い たか は,「 帰 国ll女 姓 名簿 』 に は 表 れ な

い の で 不 明 で あ るが,後 述 の 「東部 」1二場 で も,「 途 中 中 退 場 者」 と と も に

「途 中 入社 」 を 考慮 して必 要 契 約 数 を 決 め るべ き,と あ る か ら相 当い た もの

と推 定 され る。 な お 反 対 に,春 挽 の み(お よ び そ の 他 の 短 期)の 契 約 で 雇

用 され る 者 も 当然 お り,「 北 部」 工場 で も確 認 で きる、,

(21)『,T:野 村 誌 』 ド巻,480～481頁,江 波 戸,前 』掲 書,79頁 。

(22)群 馬 県 の ド仁 田 社 の 器 械 製 糸L場 で は 周 辺 各 村 か ら 女C_を 雇 用 して い た

が,1930年 代 後 半で も5～6月 は実 家 の 春i蚕や 田植 え,麦 の 収 穫 の た め 女.Il
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数 が急 減 して7月 に再 び 回復 した とい う(「 群 馬 の 生 糸 』1986年,み や ま 文

塵,254頁)。 こ う した 点 は お そ ら く戦 後 の 高 度 成 長期 頃 まで あ る 程 度 は 続

い た と思 われ る。

(23)臨 時 産 業 調 査 局 『調 査 資 料 』 第47号(1919年12月),「 製 糸 職1二 に 関 す

る 調 査」80頁 。

(24)江 波 戸,前 掲 書,119頁 。

(25)「 川 岸 村 誌』 続(1955年)175頁 。 な お 器 械 製 糸r場 の み な ら ず 戦 後

(1950年 代)の 出 釜 座繰 で も,農 家 の婦 女 子 は とか く農 業 労 働 に 駆 り出 され

る ため,出 釜 商 人が 彼 女 ら を敬 遠 した結 果,同 地 方 で は 農 家 の 多 い 川 岸 村

で 出 釜座 繰 が 衰 退 した の に 対 し,非 農 家 の 多 い 岡 谷 市 で は な お 広 範 に 行 わ

れ て い た とい う(江 波 戸,前 掲 書,118頁)。 家 内1二業 に 対 す る 問屋 制 商 人

に と って も,工 場 経 営 者 に とっ て も,r家 」 の 事情 に拘 束 され な い労 働 力 を

求 めた 点 で は 同様 で あ る。

(26)ち なみ に,1898年 頃 に岡 谷 製 糸 会 社 の メ ンバ ー と して 経 営 に携 わ っ て い

た橋 爪 忠 三 郎 の メモ に よれ ば,「 町 家 宿 場 ノK女 ハ 狸 リ 〔二 〕 頼 ムベ カ ラ」

ず と され て い たer本 厚 「合 資 岡 谷 製 糸 会 社 の 資 本 蓄 積 」 東 北 大学 『研 究

年 報 経 済 学 』47巻3号,3頁),,非 農 家 の 子 女 な ら誰 で も よ い とい うこ と

で は な く,ま た 農 家 」な女の 方が 従 順 ・純朴 だ った とい う こ とで あ ろ うか 。

な お 以 トの よ うな論 点 に 関 して は,谷 本 雅 之 『日本 にお け る 在 来 的 経 済

発 展 と織 物 業』(名 古屋 大 学 出 版 会,1998年)に 示 唆 を受 け た。 た だ し,大

規 模 製 糸 た る 岡 谷 製 糸 の 発 展 は,谷 本 の い う 「近 代 的」 経 済 発 展 の 典 型 と

み な され るが,以L述 べ た よ う に,_}1こ農 村 ド層 か ら労 働 が 供 給 され る こ こ

で さ え 「農 家 世 帯 の 再 生 産 戦 略 に根 拠 をお く独 自 な労 働 市 場 の 形 成」 を 内

容 とす る 「在 来 的 経 済 発 展」 的 な 事 態 が あ る程 度 み られ る し,他 方,近 代

日本 の 問 屋 制 家 内r.で も,明 治 期 群 馬 県 の 賃挽 座 繰 製 糸 業 の よ う に,小

作 貧 農 層 や 都rlf貧 民 層 が 「ほ ぼ 年 間休 み な く」 通 年 就 業 す る よ う な もの も

あ り(イf井,前 掲 書,334～335頁),谷 本が 入 間織 物 業 を例 と して 示 され た

よ う な,問 屋 制 経 営 と小 農 家 族 の 独 自な経 営 論 理 の 結 合 を特 徴 とす る もの

ば か りで は な いC)そ の 点 で は,以 ヒに も示 唆 した よ うに,谷 本 の い う 「近

代 的 」 産 業 発展 と 「=在来 的」 な そ れ は 必 ず し も峻 別 で き な い よ う に思 わ れ

る。

(27)1909年 調 査 で2～3日(『 岡 谷市 史』 中 巻,582頁),大!E期 頃 に は31i間

(今ll・,前 掲 書,293頁)と い う,,実 際 に 「北 部 」Il場 で も帰 省 した5名 の

う ち,3C1後 まで に1二場 に戻 った 者 が2名,4日 後 が1名 で あ っ た 。

(28)W.ウ ェ ス トン(こ 井嘉 雄 訳)m本 ア ル プ ス 登 筆 日記 』(平 凡 社,1995
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イ畢⇒78夢{。

(29)今 井,前 掲 書,296～298頁 。

(30)製 糸 同 盟 『春 挽 帰 宅L女 団体 乗 車扱 六 年 度II記 』,

閉 業団 体 取 扱 』(市 立 岡 谷 蚕 糸博 物 館 蔵)。

(31)前 掲,桂 皐 「本邦 製 糸 業 労 働 事情(;)」85頁 。

(32)た とえ ば1927年 の 片 倉 製 糸 の 場 合,

同 『大正 ヒ年 春挽

川 岸 製 糸 所 で は 春 挽 は6月16日 ま

で,夏 挽 は6月20日 か らで あ っ た が,平 野 製 糸 所 で は 春 挽 が6月2511ま

で で,夏 挽 も同 じ25日 か ら開 始 され る とい っ た 具 合 で あ っ た(同 社 庶 務 課

『重要 事項 記 録 』 昭 和2年 度)。

(33)前 掲,臨 時産 業 調 査 局 『調 査 資料 』 第47号,「 製 糸 職1二に 関す る 調 査 」33

～34頁 、,

(34)東 北 大 学 経 済 学 部 経 済 史 研 究 室 『諏 訪 製 糸 同 盟 「交 渉 録 」 「取 調 筆 記 」』

L.中 ・ ド(1969～70年)1こ よ る。

(35>な お,製 糸 同 盟外 とみ られ る1二場 へ 女Lを 引 き渡 して い る ら しい ケ ー スが

4件 あ り(「 永 田 製 糸 返戻 」 「甲 州 製 糸 権 利 」 等),[1場 間 の 関 係 は 不 明 で あ

る が,そ れ もこ こ に含 め た 。

(36)『 職1事 情 』(岩 波 文庫 版fド 巻,1998年)420～421,426～427頁 。 ま た 同

(L巻)225頁 も参 照 。

(37)『 信 濃 毎II新 聞 』1916年3月10日(=神 津,前 掲 再,460～461頁 よ り 再

引)U

(38)t方 苑r『 近 代 日本 の 学 校 と地 域 社 会』(東 京 大 学 出 版 会,1994年)第4

輩第3節 。

(39)『 岡 谷 市 史』 中 巻,808頁 。

皿 岡谷製糸 「東部」工場の 「帰宅」女工

次に,「il女 事故 調査」 な る資 料 に よって,「 北 部」1揚 の 事例 を補 足 し相 対

化 さ せ て み た い。 この 資 料 は,1920年6月 ～21年5月 に つ い てrl司 社 「東

部」1二場 お よびxE'II二場 を対 象 と した とみ られ る 「帰 宅」 女1;の 社 内 資 料 で あ
ヒゼ　

る。 「東部」i二場,姻fは 前 述 の よ うに そ れ ぞ れ502釜,72釜 で あ っ た が

(以 ド,煩 雑 なの で 両11場 をあ わせ て 「東 部」ll場 と略 記す る),こ の 資料 に よ

れ ば,就 業 女ll数 は 「平 均 ・日」48ユ 名 で あ っ た。 た だ し481名 は 「入 社 人

員」 と もみ な され て お り(表7),こ の 数 字 が 中 途 退 場 者 を 含 め た 「人社 人



(23h) 大1}.中 期,諏 訪製糸 業における 女L生 活 史の 一断 面53

表7岡 谷製 糸 「東部 」 ・調工場 の 「帰 宅」女 工

(1920年6月 ～21年5月)

出身地域
「入社人

則A

「帰割

者計B
(B,'A)
「家狙

帰割C
(C/A)

「逃 走

者」D
(D/A)

「本人

病気」

「家 人

病 気」

長野県 (%) (%) (%)

南信 91 ss (73) 37 (41) G (7) 12 11

北信 31 27 (87) 18 (58) 3 (log 5 1

南佐久 24 13 (54) 11 (4s) 2 (g} 0 0

計 146 ユ06 (73) 66 (45) 11 (8) 17 12

山梨県

北巨摩 129 95 (74) 55 (43) 19 (15) 10 11

西八代 43 31 (72) zl (49) 6 (14) 3 1

甲府 33 8 (24) 1 (3) 3 (9) 3 1

計 205 134 (65) 77 (38) 28 (14) 16 13

新潟県

南魚沼 90 to (11) Z (2) 2 (2) 4 2

中頸城 40 35 (SS) 17 (43) 10 (25) 3 5

計 130 45 (35) 19 (15) 12 {9) 7 7
一

総 計 481 285 {59? 162 (34) 51 (11) 40 32

(出典)「i二 女事故調査」.

員」か,含 め ない実 際 の 一日'F均 就業 女1二数か,は っ き り しな い。 いず れ にせ

よ,こ の 年 度 は第1次 大戦 後恐 慌 の ため,伝 習 女工 をか な り 「帰 宅」 させ た こ
の

ともあ り,空 釜が か な り存 在 してい た と考 え られ る。481名 の 出 身 別内 訳 は,

長 野 県146名,山 梨 県205名,新 潟 県130名 で あ る。 これ に対 して,調 査期 間

の 中途 退場 者 は例 年 よ り 「多少其数 多キニ達」 して285名 お り,そ の うち 「半

数」 は戻 っ て きて 「再 ビ就 業スルノデアル」が,不 足 女1二数が 時 には 「百五,

六 拾 名 ハ ア ル 見 込 」 と い う。 「帰 宅」の理 由別 内 訳 は,「 家 事 上 ノ都 合 」163
(3]

名,「 逃 走者 」50名,「 病 気 ノ為」40名,「 家 人病 気 ノ為」32名 で あ る。

さて こ う した 中 途 退場 者 数 につ いて,会 社 側 は次 の よ うな 感想 を記 してい

る。

右 ノ如 ク中途退場者 ノ意外二多数ナ ルニ驚 キタリ。尚考ヘザ ルベ カラザ ル

事ハ逃 走者 ノ多キガ事ナ リ。之ハ募集人 ノ不注意不親切 モナルナ レ ドモ受
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持倹 番 ノ不注 意不親切 モ 重大ナル関係ア リ ト信 ズル …

こう して担 当検 番別の中途退場 者数の差 をみるための表を作成 し,さ らに次 の

よ うに い うC、「逃 走 者」 とは 翌 年 も約9分 の1し か 再 契 約 で きず,し た が っ て

「倹 番 ノ不 親切 ノ為 メ」毎年40名 以Lの 女J二を 失い,年 度 途 中 も再 入場 の督 促

そ の他 の 費用 もかか るc,し たが っ て中 途 退場 者 を減 少 させ ることが,検 番の 成

績 評価 に 重大 な 関係 を有 す ることとなる,と 。

さて 「東部」r:場 につ いて,こ う した 「北 部」1:場 の 「帰 国1二女姓 名簿 』 を

集 計 した よ うな資 料が存在す るとい うことは,こ の 当時 同社 で は,本 社ll場 の

各1揚 と も同様 な資料 を作成 して 中途退場 について検討 していた ことを窺わせ

るのであ るが,「 東部」 の資 料 には,「 工 女 事故 調 企」 の1三た る 目的が,女Ilの

適 正契 約 数 を 求 め る こ と で あ っ た点 が 示 されて い る,、具体 的 な 必 要 総 契 約

数,1釜 当契 約 数 は空欄 とな っ てい て明 らかでないが,あ とか ら書 き込 むべ き

数値 と して 前 もって空けているのである。調査の1舶 勺が そ うで あ っ たた め,他

1=場 との比 較 は な され て い な い。 そ こで以 ド,前 章の 「北 部」1二場 につ い ての

分析 と比 較 しつ つ検討 してみ よう。

まず 「東部」i二場 で,操 業 期 中 に 「帰 宅 」 す る 者の 割 合は,「 入 社 人 員」 に

対す る比 で59%と か な り高い 。 しか し前述 の よ うに 「北 部」 工場 の 「帰 国」

女rl割 合 は もっ と高 く,対 釜 数 比 で,3年 平均 で も1920年 の み で も95%と,

ほ とん どす べ て の 女 「が な ん らか の理 由で 度 は 「帰 国」 しているのに比すれ

ば,か な り低 い の であ る。 また再 入場率 はどち らもほぼ5割 で差 は ない。 中途

退 場 率 の 差 の 要因 を確 定す る こ とは簡 単で は ない。 串身地域 をみ る と,「 北

部」 が ほ とん ど県 外 出 身者 で 占め られ,「 東 部 」 は 県 内 出 身 者が 少 な くないか

ら,む しろ 「北 部」 の 方が 中 途退 場 率は低 くな りそ うであ り,事 実,「 東 部 」

め 「帰 宅」 率 を出 身 県 別 にみ る と,や は り県 内 出 身 者の 方が 「帰 宅 」率 が高

く,遠 隔 地 出 身 者の 方が帰 らないの であ る。 しか し 「北部」 全体 と 「東部」全

体の比 較で は逆 の結 果 となってい るL,も っ と も 「東 部」 で 山 梨 ・新 潟 両 県の

「帰宅」率 を ドげてい るのは,次 に述 べ る よ うな 要 因 に よ る 甲府 と南魚 沼出身

者の 「帰宅」率の低 さであ り,ま た 南佐 久が 本 人家 族 の 病 気 に よる 「帰宅」が
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表8岡 谷 製 糸 「東 部 」 ・姻 工 場 の 病 気 休 業 女 工(1)

(1920{卜61」 ～21向 三5,1)

「人社 病気休業
(B;A)

人則A 者計B

(%)

91 25 (27)

31 13 (42)

24 7 (2J)
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(出 典)前 表 と1司 じ.

ないために低いという特徴があるが,そ れ以外は県内外の郡別で大 きな差はな

い 。

また理 由別の 中途 退場 者数 につ いて両ll場 の 差 をみ る と,「 北 部 」 で は,3

年 通 計 で も1920年 のみ で も 「逃 走」 が 最 も多 く,次 い で 家 族 病 気,養 蚕 ・農

事を 含 め た 家 事,本 人病 気 の 順 に な っ て い るが,「 東部 」 で は 「家 事 ヒノ都

合 」 が最 も多 くt次 い で 「逃 走」,本 人病気,家 族病 気 の順 とな る。 「東部 」1二

場 で 家 事の都 合 が 多 い理 由 は,第 一に,「 北 部」 と異 な っ て前 述 の 伝 習 女1二の

「帰 宅」 を含 んで い る点 や,春 挽 と夏挽 の 間 の休 暇 に帰 省す る者が 多い と思 わ

れる点 による ようである。 後者の点 は次の ことか らわか る。新潟県南魚沼 と甲

府の出身者 は家 事の都合で帰省す る者が きわめて少 ないが(そ れ ぞ れ2人,1

人),こ の うち南 魚 沼 出 身者 につ い て は,女1二 の罹 病 休 業 者率 が 最 も高 く(表

8),そ の理 由 に 関 して 会社 側 は 「南魚 沼 ノ病人多キハ春 夏 ノ間二帰宅休養セザ
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ル関係ナラ ン」 と推測 しているのであ る。他地域 の出身者は,あ る程 度 「春 夏

ノ問 二帰 宅」 して いたのであ る。第=に ,「 北 部」 につ い て の 分 析 で は,「 縁

.mk
iik「 婚姻 」 「盆」 な ど理 由 を細 か く分類 し,家 族 との 面 会な どは 「そ の他 」 に

分 類 したが,「 東 部」 で は これ らの か な りの 部分が 「家事Lノ 都 合」 に 分類 さ

れ て い る と思 われ ることである。

「逃走」 「本人病 気」 「家族(家 人)病 気 」 は 両Il場 間の 単純 な比 較 が で き よ

う。 まず 「東部」1二場 で は 「逃 走者 」 が 多い こ とを問題視 しているが,同 工場

で は 「入 社 人 貝」 に 対 して10%に す ぎな い の に対 し,「 北 部」1 .:場で は1920

年 に 釜数比 で27%に 達 して い た。 この 差 の理 由 も出 身地の地域性 によって は

簡 単に説明で きずSむ しろ会 社側 が 指摘 した募 集 人 ・検 番の差が 重要か もしれ

ないが,そ れ を検 証す る手 だ て は な い。 「本人病気」 「家 族病気」 も,「 東 部」

は 「入社 人員」 に対 す る比が8%,7%で あ るの に対 し,「 北 部」 で は 釜数比

で11%,21%と な り,「 家 族 病 気」 に 「家 族 死 亡」 を 含 め る とさ らに差 は開

く。 これ らの点が,rll途 退場 率が 全 体 と して 「東 部」 よ り 「北部」 の方が高い

大 きな要因 となっている。

さて前述 の ように,南 魚 沼 出身 者 は春挽 ・夏挽 問の休 みに実家にほ とん ど帰

らず,ま た その 他 の時 期 に も 「家事Lノ 都 合」 で 帰 省 しな いが,こ れ はL越 線

が 未 開通(1931年 開通)で 諏 訪 か らは相 当 な遠 隔 の 地 で あ った こ とと,山 間

地 域 で実 家 の 農 業経 営 が小 規 模だったこ とで ・応の説明 としてお きたい。 また

甲府出身者が 「家 事 ヒノ都合」で帰 省 しないの も,都 市 部 出 身 のた め非 農家 が

多い た めであろ う,,前 章 で指摘 した よ うに通 年 就 業が よ りμ∫能な非農家 出身者

が製糸家 に とって好都合で あることが,こ こで は っ き りと読 み取 られ るC,さ ら

にそ の 他 の 地 域 で も 「家 事 ヒノ都 合」で帰省す る割合 は4～5割(対 「人 社 人

員」 比)で,「 北 部」 一1二場 と同様 に,春 挽 ・夏挽 間 の休 み に もそ の 他 の農 繁期

にも帰省 しない者は多いのである。 しか し南魚沼の事例で明 らか なように}休

暇帰 省 ない し家 事都 合 に よ る帰 省は,女 工の 健康 維 持,労 働 力の 保 全 に とって

も 貢要だ ったのである。 また,本 人の病 気 に よ る 「帰 宅」 率が 低い ことは,L

場 での罹 病 率 が低 い こ とを意味 しなかった。製糸1二場 で の 生活 は,南 魚 沼 の よ
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表9岡 谷製糸 「東部」 ・凪工場

の病気休業女工(2)

年 月 休業延日数

20{書 三6月

7月

8月

9月

10月

ll月

21年3月

4月,

5月

計

　

†」塾二
(出 典)表7と1司 じ.

注 二21年4月 は 「 一{人 日」 を13〔}日 と

み な した.合 計 が あ わ な い が(828

日 と な る).そ の ま ま と した.

目

35

93

109

189

83

60

27

130

102

うなと りわけ遠隔地出身者に とっては,や は り厳 しい もので あ っ た こ とが窺わ

れ る。

次 に一1二場 内で の罹 病 に よる 「休 業」 につ いて,検 討 しよ う。 表8の よ うに}

この 年 度 は病 気 で休 業 した 女1二は147名 存 在 した。 病 気 の 種 類 は,「 胃腸 病 」

が最 も多 く,次 いで 「感 冒」,「頭痛 」,「眼病 」 な ど とな って い る。 これは帰省

せず,f内 で休 業す る 者の 数値 であ る か ら,肺 結 核罹 病 者の よ うな 重病 人は

い ない。休 業延 日数 をみ る と,832[1で あ る(表9)。1920年12月 に休 業延 日

数が な い点 をみ る と,不 況 の た め,こ の 年 の 閉 業期 は 通常 の12月 末 頃 よ りか

な り早か った よ うで あ り,資 料 に 「平均 ・ケ月 九 卜=日 四分 ノ休 業者」 とあ る

か ら,操 業 期 間 を9ヵ 月 とみ て お り(832÷9=92.4),12月 は操 業 して い な

い こ とに な る。 また 「 一人'ド均 六 日間休 業 ス ル ト平均 旧 四 人ノ病気休 業者ア

ル訳」 とされているので,操 業lI数 は220日 余 と計算 され,や は りこの 年 度の

そ れ は 大IE後 期 と して は か な り短 く,1920年 の'r野 村 製 糸場 の'ド均 よ り も短
141

い。 もっ ともこれはあ くまでtに 不 況 の ため で あ り,本 来 はi揚 側 と して は空
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釜をな くして フル操 業をめ ざしているのであ り3そ の た めの 必 要女1喫 約 数 を

検 討 して い るの で あ っ た。20年6月 に休 業 日数 が か な り少 ない の は,春 挽 ・

夏挽 間の 休暇 が あ るた め と思われる。

同1二場 の 女ilの 罹 病 者 は以LにILま らない。L記 の 数値 は1二場 の 「病 室 二行

キ シモ ノ ノ ミ」 で,こ の ほ か 「 ・二日位 イ東 部休 養室 ニオルモ ノ」が1B平 均

約10名 い る とされ,実 際 の病 気 に よる休 業延 べ 日数 はそれ よ り大幅 に増 加す

る。 このため,女i二 募 集契 約 数 を さ らに5～20名 増 加 させ な けれ ば な らない と

して い る。病気の ため 「帰 宅」 した者 は1年 間 で40名 で あ った か らrそ れ は

罹 病 者の うちの ご く ・部 分 にす ぎなか ったのである。

以Lの ように,前 章でみ た 「北 部」1揚 の 「帰 国」 女1二の 多 さは,程 度 の 差

はあ れ 「東部」K場 で も同様 に み られ た。 中途 退場の理由や割合は異なる もの

の,「 逃 走 」 が な お か な り多 か っ た点 や,家 事の 都 合 に よる帰 省 の 多 い点 も共

通 している し,そ の他 さま ざ まな理 由で 通 年 就 裳はなか なか困難であ ったこ と

がわかる。当時の出稼 ぎ型の製糸 女1二は,農 村 ド層 出身 者が 多 い と推 定 され
,

相 対 的 に は通 年就 業に適 して い る と考え られ るに もかかわ らず ,女i二 の 実 家 の

農 業労 働,そ の 他 諸 々の 家 事,「 逃 走 者」 ・罹 病 者の 多 さな どは製糸T二場 の操

業 を製 肘 し,会 社 側 は 適 正 契 約 数の 推 定 や,中 途 退 場 と りわ け 「逃 亡 」 の 防

lL,女i二 の 健康 管 理 に意 を注 が な けれ ば な らなかったのである。

注

(1)資 料に・陳 部甜 囎 及ビ靴 蓋 ヲ鰹 トスルニハ[']入 ノ契約数

必 要 ノ事 トナ ル」とある。なお,資 料 に は中途 退場 を 「帰宅」 と も表現 し

ているが,こ こで も中途退場 した 者はすべ て帰宅する とは限 らない。 しか

し前章と同様に本 章も中途退場すべてを 「帰宅」と表現するi)以 ド,す べ

て 「n女 事故調 査」 に よる。

(2)資 料 に 「昨年 ハ財 界不振 ノ為 メf誼 女 ヲ帰宅 セ シ メ タル故」中途 退儲

は 若P多 い,と あ る。

(3)こ れ らの 数 に は,「 帰 宅 」 させ た 伝 習 女Lも 含 ん で い るが ,そ れ は 「家 事

トノ都 合 」 に 人 れ た の で あ ろ う。 な お,理 由 別 内 訳 は 表7と わ ず か に 異 な

る、,

(4)1920年 の ・Ti野村 製 糸 場 の 平均 操 業 日数 は25211と され て い る(『 平 野 村
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明治 前期}農 閑余 業の性 格 を もちつ つ 発展 し始めた諏訪の器械製糸 業は,次

第 に年 間操 業 日数 を増 加 させ て い ったが,結 局,戦 前 は熱 効率 が 悪 い厳 冬 期 の

1～2月 は操 業 せ ず,通 年 操 業 体 制 に は な らなか っ た。そ うした操 業体 制の中

で も,以Lの よ うに操業 期 間 を フル に就 業す る女1は,む しろ少 数派 で あ り,

「北 部」1二場 に い た っ て は ほ とん どい なか ったのであ る。 まだ夏挽 か ら人場す

る者もか な りいたように,そ もそ も通年 就 業 の契約 者のみ ではなかった。その

一ヒに,中 途 退場 者が きわ め て 多 か っ た,「 帰 国」 理 由 は多 様 で あ っ た。 種 々の

要因による 「逃走」 はなお多かった。彼 女らは,}モ に農1"f.x規 模 が 小 さい ド

層 農家 出 身 で あ り,相 対 的 に は 「家 」 に拘 束 され に くく,通 年就 業 しや す い労

働 者で あ ったが,実 家の 農作 業(と くに 養蚕)の ため に遠 隔地 まで 一時帰 省す

る 者 も少な くなか った。 大製糸たる岡谷製糸 会社 のような寄宿舎制度でな く,

通 勤 制 度 の 中小製 糸 経営 で は 一層家 事都合のための就 業中断は多かったであろ

う。 また 「逃走」 であれ短期休暇であれ養蚕 ヂ伝いのためであれ一・時帰省す る

ことは,女1二 た ち に とっ て,な お罹 病 率の 高 いi揚 の環 境 の 中 で・ 健康 を維持

しつ つ労働生活 を継続 してゆ くLで,必 要な こ とで もあ っ た ようで あ る。 いず

れにせ よ経営側は,1二 場 の操 業体 制 に合 わせ た 女i二の通 年 就 業が望 ま しい に ち

が い なか ったが,現 実 に は,以 ヒの よ う な操 業期 中 の 女Ilた ち の頻 繁 な 人 退

場,労 働 供給 の過 不足 に 大 い に 許慮 して いた。他n場 に よる 女Il争 奪 の 問 題

は,彼 らの 告慮 の ご く ・部分 にす ぎなかったのであるv

以[一の 分析 は,諏 訪 製 糸 業や 岡 谷 製糸 会社 の特 性 を反映 しているので はない

か,と み る向 き もあ ろ う。 た しか に以 トの中途退場は,労 働 条件,i場 内生活

環境,さ らに女1募 集 圏 な どに も関 わ って くるので,他1場,他 地 域 の 製糸Il
　 　 ト

場では また異なった様相がみ られるであろ う。 また大1期 に 人 る と,そ れ まで

普通 糸 大 量生 産 を特 徴 と していた諏訪製糸 業もiモに県 外n場 で 高格 糸生 産 を行

う よ うに な るが,在 諏訪L場 で はそ う した変 化 は まだ緩慢 であった し,岡 谷製



ti()商 経 論 叢 第35巻 第2号
(229)
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糸は とくにそ うであった。そのため に女Ilの 定 着 度が なお低 か った ため で はな

い か,と い う疑 問 もあ ろ う。 しか しこ こで はt操 業期 中 につ いて,な い し通 年

就 業か 否 か を問 題 に しているのであ り,以Lの 事態 は,岡 谷製 糸 の 女i二び)勤続

年 数が短 い こ とを 直 ちに意 味 す るわけで はないのである。結局,こ う した 事態

は,女llた ちが なお ・方 で は農村 社 会 の 中 に足 を置きつつ ,他 方 で は通 年の恒

常 的 な生 産 を継 続せん とす る近代的 【二場 に足 をおいた際 に,不 可避 的 に起 きる

肇態 だ った。 いいかえれば,そ れ は,-ll場 制 工 業化 が 全 面化 した こん に ちか ら

振 り返 って,1二 場 制.正業 化 が農 村 的秩 序 を解 体 しなが ら進展 してゆ く際の 「摩

擦」 ともい うべ きものであった といえよ う。

注

q)た と え ば,桂 塞 「本 邦製 糸 業 労 働 事 情(ゴ」 「社 会 政 策 時 報 』41号(1924

年)103～105頁 を参 照 。

(2)1920年 に お け る岡 谷 製 糸 の 生 産 糸 格 付(石 井,前 掲 辞,88頁,第10表)

をみ る と,な お 普通 糸 格 の み で あ っ た。
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